
採卵鶏ケージ鶏舎に分ける環境調査   

1．ケージ鶏舎の夏季忙おける実態調査  

斎藤季彦。名倉清一 0 模 重夫  

1．まえがき  

都下の採卵軸の大雨分はケー減食陀より■刑餐されており．その鶏舎柿造，型式，屋間材，屋根裏折   

線材の穫頬やその有味などに上り夏季における麹の生産性や軟似の発生状況に毒炎かみ払るので，当機  

の既設のケージ病舎で構造の靂千輿るAケージ組合，Bケージ末9舎の棋境を調査し剋の生産性．蛮躍の   

状態を比較し姻舎構造ならびに糾嚢管理上の桓］壊点を摘出することによりケージ鶏舎の改審包囲己目的   

で本年壁はその予偶語二査な8ケージ朝食把ついて尖塵」たので報琶する。   

2・測冠方法  

1） 調査対象鵜舎の板葵  

凱旋な行った炎浄」ま当機韓の菌台にあっ‡表lおよび園2に示した。  

東側を空也，函倒をAケージ横合，所佃セふ料相，北t湘ま9m道路を現さんてサワラ（高さ約4  

m）の防風林七郎まれた秘所に位赦している。そ〝）構造の拙婁ほ賽1に示すとおりである。なお参  

考まで托Aケージ務台の概唆も示す。  

表1 調奄効舎の故習  

l次  容  能  力  416羽   左 に 同 じ   

型  式  聖教鉄骨（ …三三三去妄タ）   一●   

面  積  9 0－721¶2   ノケ   

巾  it, 長  さ  6．3TnX14．4m   ◆   

崖  屋 根 材   覧ちk）波形鉄板   〃  

断 療 材   bmm  ハードボード   〃  

根  勾  ∈妃   3寸   一ク   

ヒナ段2炭×4列  
ケ ー ジ の 臼己列  （1列52羽・1†司8苛‖  

腰上●ガラス窓  
蔑  東側・西側  建下。板無双   ルーマイトサラン  

材  
南側。北一捌   

外題。‡31カラ」感波形鉄板   

料  
51nm  l例の  左 に 同 じ  

再建。′、－ ドボード，出入Uあり  
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2） 測点  

一一一般にケー・ゾ鶏舎では中央  

部が最も壊境桑件か恋いとう▼  

刺されるか，今回の調査では  

この軸告の壕全項露廣目につい  

ての分布を調べるため測点は  

図3に示す各点としたて、  

なお平両国のQ～（¢の各  

N
芋
 
S
 
 
 

測点ほ各々」二段，中段，下段 芸   

の3測点を含んでいる。  

3） 動走塊目・器具  

（り，況肱分布こ図3のし力～  

也）の上．FP，  

下段  

（2），湿鮭分布こ仁引3の（D～  

せ）の中段  

（3），池胤状況  

通風轟こ壌13のWl～  

W9の上・中，  

下鮫  

スモ】クdテスト：一対3のSl  

～S川の  

上，中，  

下蚊   

r4）．捕  射：I男3の廻の  

上操  

（5），痢糞の水か閲3の亘）～  

血   

潮定に使用した器具は，虚業   

気象総合i弓改兵装随二（東尾償気），   

オ→ガスト乾嘘嬢iま封，アスマ  

ンj包嵐揚盲並鑑計，熱線風速計，  

葬両温鹿酢，セイコー施射言十，  

l  

立  体 i留  

民3 1別点（車虹CJ】1）   

－1B O－－  
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黒球寒暖計，さツル式痛風試験鰐 赤外線水分計である。   

4） 測定期胤  

昭和44年8月18日から8月19日までの4ヒ＝品   

1勘定結果   

11（旦l；、  

舎外広駿（地上l．4m）と舎内中央部巨乱射■5）の上段）との1日の混食変化を8月17日（樽  

盛），18巨（怜）の2El故について示すと閲4のとおりである。  

環高，最低鑑既を記録した時刻は表2レこ示すとおりで8月17仁と18日とで若干のずれはある  

が，同じ日の舎外と呑内では同一時刻で－改し，1日の政商兎吐と東低塩波の差は舎外，合戸ゴとも  

紅蓮り臼の8月17日の方か′トさく，抽れた日の8月18日の方か大きくなっている。  

表2 1日の崩嵩・慮仮親匪とその時刻  

最ふ塩鑑  最低ぎ嘉暖  月   日   場所  時刻   しノ   時   刻   C   
産  

8月17日  番 外  12時  3 0．6   4。5り鋸疇  21．6   9．0  

（薄根）  沓 内   12嘩  2 8．9   4・5 汀葺   2 2．3   6．6   

8月18El  舎 外   14 ＝キ  3 2．6   2日3 時   2 2．8   ユ 0，3  

（躇）  一奮 内   14一時  31．4   2・3 峠   2 3，3   8．1  

また，舎内中央部か舎外の血要より覇くなろのほ大体15暗から17噂項で，漫画8摺項までこ   

の・汎酢恒粛、た。この歌惑で温度差のあとも大きかつたのは8月17日午前1時と午後】9時の1＿1   

｝Cで平均は0．45′Uで，逆に舎内中央■郎の温j度が歴外より低くなり始めるク．〕は大体午前9埠頃でこ  

の次避で温故這の頼も大きかつたのは8ノj17日午後13時の1．9〉Cで平均はl．06‘Cであった。   

なお，上記のように舎内温匪が舎外出夏より低くあらわれるのは，舎外の測定岩旨其の素子か直接   

軸射熱々受けていることによるものであると＝考えられる。  

次！竺舎りづの慮駐分布について8月16日の午後2時K測近し，その綜兼は2琶Ⅰ5に示したとおりで   

あろ。  

組泣当日の天候ほ盛りで食外ぬ蛙ほ28．6■C．風向ほ圃束，奮外風速は1m／SeCであった。   

舎外との髄匪差の最も′J＼さいのほ測点①の上反で舎外温姓との差かなく，毅も大きいのは札串㊤  

の下段の＋1・3－■Cであり，軌点（夢の上段な除き地は全て舎外より塩射摘くなつている。   

上皮・中払下段別の水平分布Kついてみると，上反でほ軋点且），ほ），（且）の劫舎東仙短よび  

南側か28－6”し～28・9－Cと低く，測点し少，uJか2g・0－Cでこれ把拭き，測点しり，逗），u），  

塗）と鍋倉北側および西側か29・3‘C～29・5■Uと高くなつている。  

一1flB－   



中段では湘鱒④，㊦の  

北側か29、4■C－29．5℃  

と高くなっているほかは測  

点心八か（少二心，d，  

せ），（むは28・9‘C－29・1  

■Cとはとんど変りなく上，   

中段とも比後托述べる通風   

審の良否と「一致している点   

か注目■される。  

下段は上記の上，中段と  

は逆に利点しゎの299－Cな  

賽顔に測点し⇒，（カ，（カ，  

せ）か29，5－（）－29，60Cと  

適合東側および北側か痛く  

なって警り・批点㊥～㊥  

は29．0■じ－29．2DCとな   

っている。これはこの賂奮  

の東側および西側の麒下  

（床上9畠clれ）か板無双  

の構さもに互つていて通風か   

阻害されることと午前中の   

日射により鵜舎東側の地熱  

および床カニらの握射熟の影  

響が相当あるのでほないか  

と考えられる。   

二以上のことから．舎内患   

渡の分布は木組舎南靭か出   

入ロのみで庶例陳下は無双  

托なっていること．および   

■当地の数学の主風向が‡軋軋  

となっていることから命内   

の通風か舶害されることに   

よると考えられるので，由   

回 国 国  2 Z ‡ア  「  

ヨ  

図5 舎内の温故分布（℃）オーガスト  

。数字は上から 上殿  

中段  
7段  

。天使  壁 。番外温度 28．6‾C   

。風向 尺●S o番外姐適1m／se  



北南簡虻大開口部を設けるこ  

とにより通風状態な良くし，  

舎内の温鑑分布を改薯出光る  

のでほないかと思われる。   

2）湿虫三  

i礎盤把ついては，8月16  

日午後2時の測定結果を図6  

妃示した。   

その結果，測点G），（む，Q）   

の舎内東側か57．5浄と舎外   

とほは同じ位いであり，その  

他の測点ではしカを除き59、0   

感で舎外より1．0酵商い数値   

を示したか．前述の温度との  

F娼係から舎内北例の測点し少，  

ので絶対濾鑑が繭くなってい   

ることか明らかである。   

なお，創メヨ中央の測点（‘．む   

が63．5秘と輿常把高いこと  

については測定の誤りかと思  

われる。  

上述の敵対湿奴などからみ  

て，舎内湿度の分布は温匪の   

墟合と阿緑に通風による影尊  

か大きいと思iっれる。   

3）通底  

命内の通風状延Kついては  

8月15日午後2時忙測定し  

た。  

各測点での制定時の舎外風   

速か各ゝ典るため，各測点測   

定時の舎外平均／丸速を100  

としたi出他室（遜）を頻出し，   

N
斗
十
1
 
S
 
 

図6 舎内湿鑑分布（％）オーガスト  

b天  候  堕  

。舎外様度  58．0留  

ら風  向  尺．S  

い舎外風速 1m／8eC  

－185－・  



舎内の通風状況な図7に示し   

釆二○   

先ず勅魯の北側（測点W′・  

lV4・彗）・中列（測点W2・  

W5，W8），南側（測点W3・  

11J8・vv9）についてみると・  

中列及び南側の上段，中段と   

北側の上段，中段，下段につ   

いては全て人気口に当る東側   

から－西側に何かつて通風峯が   

悪くなり，嶋にケージのある   

中段においてほケージおよび   

鵜体か障害物となり上述の傾   

1巧か特に薯じるしくあらわれ   

ている。  

また，中列，弼例の下段で   

は人気口である東側より入つ   

たJ軋は中央観で一且弱生り排   

気口忙当る西側で再び強くな   

っている。  

次に枚万向托ついてみると  

中細）列（測点W4，W5，W。）  

の下段のみか南側出入U仰㌔  

から入った凪が中央部のW5  

で弱まり北側の出入ロである  

W4で再び強まワn蒐以外は  

全て人気ロに当る海側か痛く，   

中列，北側のJ頃に通風率は低   

下している。  

鶏舎全体の通風峯の傾向を   

みると，鵡舎クj東南に当る部   

分の通風が最も良く，その対   

角感上の北由の部分の通風が   

∵
－
＼
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謝7  舎内通凧泰（努）  

。数字は上から  上段  

中段  
下段  

。天候 柵  。風向 E。S  
。舎外平均雄雌 測点Wl，W4，W7む服時0・55Ⅰれ／sec  

測点W2，W5バヤさ測定暗0・40m／sec  
測点W3，W8，W9測定時0・35m／sec  

－186一  



悪くなっている．これは当地における夏季の主な凰である束から討にかけての風花対して，当瀞舎の   

南面および北面か出入口の部分な除き鉄板貼りとなつていること妃よるものと考えられ，前述の温度，   

湿鮭分布の碩でも述べた板把衛，北両所の鉄板残り部分を開口部とし．通風状態をよくすることが痔  

・食全体の喫童改粥に役立つものと考えら九る。  

・4）通風茄道の調査  

ミツル式己嵐帆試戚器な用いて行った通風晦適の状況は図8把示すとおりである。  

S S fユ  

閲8 池風fi道の状況  

－18T／－   



図乳から包外より入った縮兼の胤はおおむね糾合な南東から北西に向かつて斜めに吹き抜けている   

がト一部ほモニター部K向かつている。   

なお鶏舎の南東，南西，北西の三隅では壁の影智をうけて凰は織女巻き徐々に両側の窓から外に出  

ている。   

5）暗射  

舎内の輸射熟についてほ8ノう16El午後16時かち8月19日午前4時にかけて禽内中央如の床＿上  

150cm（測点q少）の所で測定し，その結媒な図4に示した。  

これ佗よると旭射撞の1日における変化は，食外，食用の温医変化とはは一致し山東向な示し，嶺  

り臼の8月17日は午後】4暗から15時にかけ七の0．9mmV，踊れた臼の8月18日は午後12  

暗から13時にかけての1．3mmVか廠も向い数値を記屈し，逆に最低は＄月17日は午前5鴨の－  

0．5mmV．8月18日は午前8時の－0．9mmVな朝方に記録されている。  

上述のょうに撞は粘れた臼は勿論，細壷なりや盛りの臼でもかなりの熱愚：か舎刷こ浸入している。一  

方夜閲においては昼聞蛍って輯射の潰の少なかった目は鶏1本から故紙される熱‡定〝つ方か建物および舎   

弟からの帰納より多く，撼射ほ（－）の帖を示し斜にとつてしのぎやすい厳となっている。  

また，基軸納れていたEjの夜は碩射か残っておりづ＝‡1射は夜になっても（十）の毎食示し，如撞から   

の熱放故を抑え藁にとつてはしのぎにくい葛き境になっている。   

6）表面温度  

表3 表面汲鑑   

軌‘定  ■は   所   促f変   梯  考   
bケージ飽食屋根表面  ♯31亦應  34．0‾C   

（カラー披ノ磨鉄板）  

〃 屋根乾断熱材 5Ⅰ－－m  
（／、－ドボード）   31．5   外 舎円  

融鞘笠表子兎i♯31級塗  34．0  

（ブ房こ波形鉄板）   事  29．80u  

〃 南も1嘩壁円断熱材 5！11m  書31＿0   

（ハードボード）  24．4｝C   

匪け吋羽目板  10－nm白塗  濃駐（アズマン）  i63．5襲  66．0ウあ  
〃       （木  板）  ∃3 

戸mm白色  33．0  
風  向is。S。E   

（波形スレート）  
釧臆Ⅵ’2中段   

〃  屋根益軒  
（波形スレート）  

〃 良三取離ピ銅臭材10mrn  1．10汀／sec  （木 毛戒）   風  速  0て5  
禽外ガードレール表面   2m汀伯塗  32．0  】爪／s。。  

舎外ドラム缶葬面  豪軋点輪中段  

0．89汀1／sec  



表面濫吐忙ついてほ∴．8月19日（硝）午後2時妃週番各部位の温度を主に測定し襲3に示し島   

その結果，同じ鉄板でも舎外におかれていた照塗のドラム缶の表面か36．5℃で澱も高く，‘外気温と   

の差か＋6．7）U，次いで赤通およ′び線塗の鉄板が34＝．▼Uで＋4．2■C，白塗ガーードレールは31．0－Cで   

＋l．2－Cで最も低くその色によつて受ける熱適に雇かある＝劣を示しており，断熱材の使用とともK藍  

板の色や厚さの選択が剋舎再の温度上昇を抑制するのに頚髄な素顔となっている尊かうかかわれる。  

次に所熟材として使用されている／、－ドボードと木毛材について比較してみると，使用している屋   

根の材繋が鉄放とスレートで同一でないため正椎な比鰍は出光ないが，Bケーゾ組舎の♯31顔色波   

形鉄板と5mmハードボードの組合せでほその温度差が2．5ノC，5号釣合の5mm白色披7診スレート   

と10Ⅰ－1m木毛布の組合せではその浅慮差か2川‘Cとなつ←〔おり屋根の色および析熱材の煙さなどか   

ら考えてハードボードの方か断熱効果カ；ある様に思われるので白色スレートとハードボードの組合せ  

にすれほなお良いのではないかと思われる。   

7）熱糞の水分   

薄栗の水分把ついてほ8月18日午後16時把洪り点豆）一也）についてその附近10羽分低いの蛮な   

混ぜ合せて試料とし，赤外線水分計な杓いて測定し，その毒炎を陸相托斉した。   

肌色のの覿舎北頭部と測点（身の中央部が各々87・0酵，840褒と水分か裁く，軌点しむの東渕   

中央部か76．0穿と最も低くなっており■その他は79．0－80．0渉で差ほなかった。   

これな前述の瓶壁，札束および通風賽の分布と比較してみると，測点豆），（むはともに通風率は   

慈く，塩乾湿壁も高く，いわば当掛合として義之も環境の恐い所と一致している。   

ところで，前述の磁k漁連匪分解ま通風に彫億されることか多いので，糞の水分忙ついても通風が   

大いに影督していると思われるn   

なお，来年度匿おいて本調査結果から琴干の効奮改尊を行いA，8ケージ組合の比較を夏季および   

冬蓑乱こついて実劇的‾る計盛である。  

また，本納査陀ついて多大の衡推惑をいただいた東京舷工大学の森出薮捜並びに太出助手把対し狭   

く．感謝な表する次射である。   



園9 潟袈の水分（礎）   



4．要約   

当機の既設の面積90，72m2（6．3mX14．4m），収容羽数416羽のケージ籍舎について夏季   

Eておける鵜舎内の環境を調査し，当ケージ意舎の舎内嚢境面で問題点を摘出L，今後の鶏舎改尊の指針  

とするため本綱査を行った。  

1）魂舎内の温度分布は外気温か2こ台．6‾Uの時，櫨低28，6C（凱点亘）の上汝）－最高29．9－C（測臆   

せ〕の下段）にありその差は1・3‾Cであった。  

上段および中段把ついての温度分應は勅舎東側が低く，中央列および西側が商い傾向にあり，これ  

は通風峯の良否とほは一致している。   

2）温度妃ついては舎外の相対混生が58．0醸♂つとき禽内東側は57．5園と番外とはは等しくその他は  

59．09あと同じ値を示し，舎内中央融から北頭部にかけて高くなっておりこれは温吐と同様に通風峯  

の良否と鞄係か深い。  

3）通風については，禽外叫風1垂が一定でないため通風家の分布および滞胤許戚の結果から考えて，当   

割合についてほ酎師および北衡ほ虻入口を除いた両側か箪調慮り把なっているため，南京方向より吹  

く風がこの鉄板偶り部分にさえぎられて通底凍態を悪くLているものと貰え，この部分虻1矧U部をつ  

けて通風状二墟の改称別封る必婁があると考えられた。  

4）嬬射については，励姉即働tた日，嚢った日を置めず相当髄の熱が舎内に入っており，夜跡ま昼悔  

陥れて竃射の強かった日においては，建物云芯よび昏外からの描射か夜になっても残っており勉体から   

の熟放歌か抑えられ㍊（てとつてほしのぎにくい壕境に花つている○  

一方堪閲戻って感射の弱か？た臼の夜は毎体からの熱腺如澗調に行われ癌把とつてしのぎやすい  

顔考穏になっている。  
∃   

5）東新一義鑑については，屋碩材の種類および色，断熱材の種油およひ色，嘩熱材の種軸把より姉勲効  

果に相当の差かあることか刊閲した。  

6）班褒の水分については，播禽東側の中央か76，0座と東も低く，舎内中央および北軸融か84．0庭  

と87．0％と高く，佃は79．0％から80．0肇となっており温度および温度と同機に通風餐ク）良否と  

関係か漂い。  

ー19l一   


